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修正して新年を（ヨハネ4:25-30）
　
　皆さんご存知のように、今日の聖書に出ているサマリヤの女の人は、幸いにキリストなるイエス様と出会うことができました。しかし、イエス様との会話の内容を見ますと、全くかみ合わない内容ばかりで、特に「どこで礼拝をささげればいいのでしょうか。私たちはヤコブの子孫です」といういろいろなお話をしていて、最終的に、キリストと出会って、キリストに気づいてそのすべてがひっくり返り、町に出て行きキリストの証しをする人に変わったという話です。つまり、今の私たちで申し上げると、教会に通っている信者なのに、修正すべきところがたくさんあるというお話です。

私たちは今、2015年の最後の聖日をともに過ごし礼拝をささげています。2016年の新しい年を迎えようとしています。別に何かが急に変わるとかではありませんが、一般的にも新しいスタートのためには、今までのことを振り返り、修正すべきところを修正してから新しいスタートを切るというのが常識ではないでしょうか。私たちクリスチャンというのは、実は神様の答えを受けるのに十分に祝福されている存在であるし、人生の勝利の主人公になるためのすべての条件が整っている幸いな者です。いつからでしょうか。皆さんが、いろいろなきっかけによって、神様の恵みによって、イエス・キリストを信じて心に受け入れたその瞬間から、自分で気づいているか気づいていないか関係なく、天国に行くのはもちろんであって、地上にいる間にも他の人にはできない勝利の輝く人生を生きることができる、それに十分に値する祝福をすでにいただいている存在です。ですから、一つだけ修正すべきところを修正することさえあれば、その扉は開かれます。この内容をしっかり理解していないと、クリスチャンなのに宗教と福音との違いがよく分からなくてこんがらがってしまい、疲れて重荷を負うようになります。特に、信者の私たちは根本の部分において修正すべき内容をしっかり見つめて、自分のメッセージとして受け入れ、そこを修正することさえあれば、必ず2016年には神様が約束してすでに備えていらっしゃる勝利の人生の扉が開かれることを期待し信じていただきたいと思います。
今日は、その中でどうしても当たり前に私たちに刻印されていて吟味し修正しなければいけない内容、3つのことを考えて、皆さん、それを握ってぜひ祈っていただきたいと思います。まず、どこを修正すべきなのかというと、人の努力は必ず報われるものだと皆が口をそろえて言っているし、私たちも当たり前にそう思っています。どうですか。本当にそうなのでしょうか。そのままであればクリスチャンの私たちも単に努力する人にならないといけないし、成功しない理由が努力にあると考えがちです。これは皆さんが真剣に取り組まないと中々修正できない、あるいは修正すべき項目なのかどうかも気づかない内容なので、吟味して神のみことばに耳を傾けていただきたいと思います。努力は必ず報われる。言うまでもなく、努力なしに成功は難しいものです。これが一般的な倫理です。それから、どこの宗教でも、形はいろいろ違いますが、宗教が持っている特性はこのような内容です。それが修行に現れるか、あるいは善い行いに現れるか、何に現れるかは別にして、努力は必ず報われるというのが宗教の根底の思想です。それから、実際、世の中で成功している成功者の特徴を見ても、皆が努力家です。それは否定しません。それを否定するような幼稚なでたらめな話をするつもりはありません。しかし、クリスチャンの私たちには分かっています。どんなに熱心に努力をしていても越えられない限界が人間、人生にはあるということを私たちだけは知っているのではないでしょうか。そこを看過してはいけません。熱心は悪いものではありません。努力なしで成功は期待できないでしょう。しかし、その熱心と努力があっても越えられない問題、その限界があることを忘れてはいけません。それをまず私たちは聖書を通して確認できるし、特にその代表的なケースが、アダムの子どもだったカインから見られるものです。

カインはでたらめに神様に捧げものを持ってきたわけではありません。自分の仕事の中で収穫した最良のものを一生懸命、熱心に真面目に誠実に持って礼拝をささげました。それにもかかわらず越えられない壁にぶつかって、結局、カインは滅びる人間の先祖になってしまいました。それがどんな壁なのでしょうか。私たちが軽く口にしている言葉、罪です。聖書が言っている罪は、世の中で言われている罪という言葉とニュアンスがまったく違います。どんなに熱心で努力をしていても、またすごい野望や願いをもって頑張っていても、この罪の壁を越えられることはできません。その結果、努力は悪くありません。熱心は求められることでしょうが、この限界にぶつかる結果、最終的には自分を破壊し、周りを破壊してしまう結果になってしまいます。それが聖書から確認できることであるし、歴史を通して、皆さんの人生を通して、素直に良心的に確認できるお証しではないでしょうか。そこを私たちは、良く考えないといけません。多くの人が今でも一生懸命、頑張れば、熱心に頑張ればいい結果につながるだろうと、そこに希望を託しています。そこは修正しないといけません。熱心と努力はそういう内容ではありません。ですから、このように修正しなければなりません。

人生のまことの希望は、キリストにのみあります。努力にあるものではありません。もう一度言います、努力を無視するわけではありません。しかし、努力が人生を根本的に変えられるようなものにはなりません。私たちは、分かっています。世の中はそれに全く無知なので、いまだに努力がすべてであるかのように、子どもにも学校でも社会でもニュースでもそのようなことばかり教えています。ディズニーのアニメなどを見ても、内容が全部そのような内容です。一見みると良さそうな内容に見えるのですが、弱々しいものがあきらめずに努力をしてこのようになったというのがテーマなのです。しかし、そのテーマが浮かび上がることによって、キリストにのみ希望があるということは、そこで埋もれるようになります。それがディズニーの狙いなのです。アニメを見ていても、よくそのようなことを見極めないといけません。見ないようにとは言いません。見るけれども、そのような目線で見ることによって、自分の内側に全部それがプラスになり、また糧になるのではないでしょうか。人生には、必ず限界があります。罪の壁と言うものがあるのです。その裏には、目に見えない霊的な力、運命の力がそこには待ち構えているわけです。そのすべての限界を乗り越えられる秘密が何かというとキリストなのです。そして、そのキリストが、十字架にかけられてよみがえられて天に昇られたクリスマスの主として来られたイエス様こそがそのキリストなのです。ですから、イエスがキリストだということは、ただの希望で終らずに、もうそのイエス様を信じることさえあれば、すべての限界を乗り越えられ、努力では手に入れられない人間のまことの幸せを手に入れることができるようにすべてが整っていて、道が開かれているという話です。キリストと叫ぶことと、イエスがキリストだという告白とは違います。もうすでにキリストは来られました。すべてが変わるようになります。ですから、イエスがキリストであり十字架でかけられ、すべてを完了したとおっしゃっているので、努力によって結局疲れて重荷を負うしかありません。越えられない壁というものがありますので。それが自分の内側にも存在するし、この社会にもシステムの中にも文化、教育の中にも、すべて染み込んでいるのです。だから、必ず限界にぶつかります。キリストだけが希望です。私たちの罪の身代わりとして犠牲になられた罪のない清いキリスト、イエス様。悪魔のしわざを完全に打ち壊されて勝利された復活のまことの王であるイエス様。そのイエス・キリストだけがまことの希望です。熱心と努力ではかなわない人生の祝福を手に入れることができる鍵が、キリスト、イエスです。イエスがキリストである以上、努力より、熱心より先に重要なのは、そのイエスをキリストとして信じる信仰です。ここを修正しないといけません。結局、皆さんが信者であれば、努力が足りないからではなく、信仰がないからなのです。イエスがキリストだと本当に心から信じる信仰が優先です。そこにすべてがかかっています。中々、皆修正しません。そのような意味で、もしかしてそういう方はいらっしゃらないでしょうが、キリスト教は宗教の一つだとどこかで思っていらっしゃる方がいれば、そこを修正してください、キリスト教は宗教ではありません。いのちそのものです。逆に、宗教をすべて打ち破って、宗教から人々を引き上げるのをキリスト教と言います。その部分を吟味し、皆さんの内側のいろいろなニュアンスを照らして修正していただきたいと思います。努力は必ず報われる。それならば、これから努力などいらないのか。違います。信仰が先です。それからは、努力というのは、立ち位置が変わります。これからは成功のため、希望のためではなく、キリストのために、キリストの福音伝道のために努力して熱心に頑張るわけです。内容が、理由がまったく変わります。ある意味、キリストの福音のためでなければ努力しない方がいいかもしれません。他の何かのための努力というのは、結局は、キリストから遠ざかるようになる結果になりますので、よく計算してみてください。

それから、もう一つ、これも中々のものです。経済の豊かさこそが人生の豊かさなのだ。これはみながごまかして本音ではこう思っているのに、このような表現はあまりにも低俗なニュアンスがあるので言葉にはしないと思っているのですが、実は皆このように思っています。経済の豊かさこそが人生の豊かさなのだ。本当にそうなのでしょうか。もちろん、経済の豊かさは、多くのものを可能にしてくれるのは間違いありません。ものすごく便利です。エコノミーに乗るよりは、ファーストに乗ったほうがずっと楽だし便利です。お金の力はものすごいものであることに間違いありません。それから、ほとんどの願いはかなえられます。お金があれば、経済があれば。そうでしょう。宇宙にも行けるのです。今、宇宙に生物が存在するだろうということで研究が進んでいるみたいなのですが、それはとんでもないと思います。でも、そのような研究を進められるほどお金の力はものすごいのです。今、戦争をしている内容も、昔はイデオロギーとかいろいろありましたし、宗教の戦争と言っているのですが、結局はお金なのです。なぜ中東に戦争が終わらないのでしょうか。アメリカ、ヨーロッパ、ロシア、様々な国がそこに油がいっぱいあるので、それがいろいろな種になって戦争が起きています。なぜでしょうか。お金の威力が分かったので。経済の味が何か分かったのです。だから、お金さえあれば、国もひざまずいて屈服するのです。ものすごいパワーです。その結果、経済万能主義という思想に走るようになり、その後、言葉では言いませんが、お金と経済そのものを神と拝むようになります。それほど威力がありますので。いろいろな偶像があります。いろいろな宗教、偶像崇拝がありますが、偶像の問題ではなくて、その拝む理由が結局、お金のためなのです。お金が神なのです。経済が神なのです。その内容を聖書は、ネフィリムと言います。経済が神なのです。その神が形を取って現れて偶像崇拝につながるようになります。だから、偶像崇拝のところには、必ず商売の道、町が出来上がるようになることは世界共通です。昔、柳先生が日本に初めて来られた時に、浅草の方を案内しました。それをご覧になってすぐにおっしゃることが「コリントと全く同じだね」とおっしゃいました。時代が違っていても、国が違っていても、結局はお金なのです。これほど経済の豊かさというものはパワーを持っています。

しかし、皆さん、覚えていてください。私たちクリスチャンは分かっています。経済の豊かさでは襲い掛かってくる災いを止めることはできません。違いますか。その代表的なケースが、ノアの時代の大洪水です。今も戦争は経済の豊かさによって止められません。むしろ経済のゆえに戦争が絶えないのではないでしょうか。社会の犯罪は、経済がどんなに豊かになっていても止められません。増加する一方です。それから、経済が豊かになるからといって台風が治まったり、気温が私たちが暮らしやすい気温に落ち着いたりということは一度もありません。自然災害や災いなどは止められません。私たちが経験していることではないでしょうか。これは経済の豊かさが悪いからではありません。経済より問題は、その経済を動かして経済に頼り経済を握っている人間が問題です。人間が神様から離れ、災いに遭うしかない神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて生きる存在なので止められないのです。少しだけ経済の力はものすごいものに違いありませんが、クリスチャンの場合は、冷静になって聖書を見て歴史を振り返って自分の人生を振り返って、本当に経済の豊かさが人生の豊かさなのかと問いかけてみると答えは明らかです。本当の意味で豊かな人生というものは、人が変わらない限りはありません。周りが豊かになるから、人生が豊かになるのではありません。その部分を修正しないといけません。もちろん、経済的に困窮している方々は、いろいろな苦しいものがあるでしょうが、だからといって不幸だと思っていてはいけません。それは周りが厳しいから不幸なのではなくて、皆さん自分自身の内側にまことの豊かさを持っていないからです。本当に持っているものは、死の影の谷を歩いていても私には乏しいことがありませんと言えるのです。だまされないように修正しましょう。努力は必ず報われる。違います。経済の豊かさは人生の豊かさなのだ。違います。まことに豊かな人生というものは、神からのまことのいのちに預かることです。人間自分自身が、どうにもならない罪を許してもらい、その結果、罪から来る報酬、災いの運命から逃れることによって、まことの創造の神様。いのちの根源である神様と出会い、神様とひとつになること、そこにこそ豊かな人生があります。その道はキリストしかありません。「わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければだれひとり父のみもとに来ることはありません」。ノアの時代に、その象徴としてすべてが滅びていく、経済の豊かさが全く止められない、大洪水によってすべてが呑み込まれるそのときに、箱舟の中に入っているものが守られるようになりました。だから、豊かな人生というものは、いのちが得られることであり、その道がキリストであり、そのキリストが十字架にかけられて死なれたイエス様です。そのイエス・キリストを信じるときにまことに豊かな人生になります。イエス様ご自身がおっしゃいました。ヨハネ10：10には、「わたしが来たのは、羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためです」。キリストなしにイエス様を排除して豊かな人生などはありえません。勘違いしないように。でも、私たちは、何十年間、経済の豊かさこそ人生の豊かさなのだ。だから、経済のためには人を殺すこともあるのです。そこを修正しましょう。特に、その修正とともに、クリスチャンの私たちの場合は、経済に対して正しい経済観を自分の中で確立しなければなりません。だから、貧乏に暮らすのが良いといった幼稚な話ではありません。経済の豊かさ、必要でしょう。幸せのために、豊かな人生のためではなくて、キリストのために、キリストの福音伝道のために必要なものなのです。だから、レムナントは、学校を出て、学校を出る前からそうでしょうが、就職したら給料をもらう理由が、お金を稼ぐ理由は、最初から献金するつもりでお金を稼いでください。その献金というものは、教会でいくらいくらという意味ではありません。キリストのために、福音化のために、福音伝道のためにささげるものとして経済が必要なのです。私が食べていくための経済は、それらのものはすべて加えて神様が与えられる。それは心配の項目に入らないものです。本当に何が必要なのか分かっているものは。イエス・キリストを受け入れて、福音宣教の照準、フォーカスが合っているものこそが豊かな人生なのです。世の中を見ながら、人々を見ながら、心が貧しくなり、飢え渇きを覚えて、彼らにキリストが必要なのにと思う気持ちを持っている人が豊かな人生です。ぜひ修正しましょう。
最後に一つです。文明はものすごく発達し進歩しています。科学も知識も。文明の進歩がよりよい世界、世の中を作るという思想、考え方です。本当にそうなのでしょうか。今もそう思っています。最近、テレビを見ると、人工知能の開発において日本がほぼトップを走っています。その期待がいろいろふくらんでいます。もちろん、その結果、襲い掛かってくる恐ろしいことも予想してはいます。どこまであっているのか分かりませんが、とにかく、そのように言えるくらいロボットが自分で学習能力をもって、こちらで教えていないしプログラムしていないものを自分の内側でプログラムを変えながら対応して行くようなロボットを作っています。そうすると、あとでどうなってしまうのでしょうか。心配しています。映画で見ているようなことが現実になるかもしれません。それほど文明の進歩はめまぐるしいものです。文明の発展は私たちの想像をはるかに超えてついていけないほどです。操作が付いていけないどころではなく、想像がついていけないほど、ものすごいスピードで進んで、まぼろしの、ファンタジーの未来を描いています。それは間違いありません。今までの発展と進歩を見ると、よりスピーディになるのは間違いないでしょう。しかし、皆さん、覚えていてください。文明の発展、進歩は悪いことではありません。しかし、私たちクリスチャンはこのことを忘れてはいけません。そのようなまぼろし、ファンタジーの理想は、ことごとく崩れてしまった。これが歴史です。代表的なケースが、聖書から見られるバベル塔の事件ではないでしょうか。また、歴史を通してもそういうことは繰り返し、繰り返し見てきたのではないでしょうか。発展というものが、世の中、社会をより良いものに変えて行ったのかというと、それにイエスとは言えないのではないでしょうか。良心的な人間は、歴史を少しでも真面目に勉強した人間であれば。普通にしてでも真面目に考えれば答えは出ます。ただ普通の人は、神様のことが分かっていないので、まじめに考えても違う力が働いて、違う例が働いているので、良く気づくことができません。進化論を科学だと信じ込んでいるのですから。しかし、歴史は明かしています。それは本当の意味でまぼろしです。また現実の証拠を見てください。現実、いろいろな発展があるにもかかわらず何がよくなったのでしょう。世界情勢を見てもそうだし、貧富の格差はものすごいものになっています。シリアから難民になって日本に流れてきた。その瞬間は、その状況から逃れたのでほっとして良かったと思うのですが、ちょっと慣れてしまうとここでまた相対的にいろいろなことを感じるのです。周りが何かが進歩して科学や何かがよくなったからと言って人間が変わらない限りは、それが良いものになるとは限りません。それにもかかわらず、世の中では、もちろん、裏ではサタンがそれを動かしているのでしょうが、結局、その発展などを通して人間こそが神なのだという思想に走るのです。走るというよりは、元々、そういう思想から生まれた者でしょう。ほら、見なさい。人間はできないことが何もないでしょう。結局、ロボットや人工知能を通してというのも、その根底の方には創造の神様を否定し、人間が人を作ることができるという思想から生まれるものです。そこに科学的な研究やいろいろな技術が加わるだけであって、基本の思想は誰かがそのように操作しているわけです。どんなにまばゆい発展を遂げていても解決できない原罪という問題があることを私たちは知っています。今、科学の先端を走っている人々が、このお話を聞きますと、それは原始の話だと言うでしょうが、私たちは、アルファでありオメガである、永遠から永遠までの神の変わらないみことば真理であることを信じています。解決できません。原罪というものは。ですから、まことのファンタジーの人生、本当の意味での人生の回復は、科学や文明の進歩にあるものではなくて、医学が発展することではなくて、人間が心から魂をもってまことの神様、創造の神様を礼拝してあがめることが人間の回復です。そこにこそまことの人生の回復というものがあります。そのためにはまずそれができないように捕えている罪と悪魔の鎖から解放されることが求められます。そこにのみまことの人生の回復があります。科学がどんなに進歩し、人工知能のロボットがどこまで発展するとしても、この罪とサタンの鎖からは逃れることはできません。それはただキリストだけです。神の子が世に現れたのは、悪魔のしわざを打ち壊すためである。だから、まことの人生の回復は、文明の進歩にあるものではなくて、キリストにあります。そのキリストがイエス様です。聖書には、ニコデモという人間的に最高の先端を走っている人が、訳も分からない問題を抱えて、イエス様を尋ねてくるお話があります。そのときにイエス様がおっしゃいました。あなたの知識、その先端、発展、学位などは役に立たない。肉は無益なのだ。神は実に、ひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が滅びることなく、この滅びる運命を防げるものは存在しません。文明の進歩も止められないのです。御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく永遠のいのちを持つためである。文明の進歩はより良い世界を作る。これはまぼろしです。もしかして、科学や知識や研究、文明などに希望を託して、そこに何かファンタジーを見ようとしている人がいるのであれば、2015年が終わる前に修正してください。それは知識人ではなく無知な人です。
それから、皆さんは、この修正とともにこの世を見る目を正しく整えてください。この世はしばらく経ちますと、こんなに勘違いの中で暴れて滅びることが決まっている城なのです。キリストでなければ希望がまったくない、ただ彼らが知らずに走り続けて突っ走っているだけで、あるいはその中で訳も分からないまま限界にぶつかって苦しみ、嘆いている魂が混在している、それがこの世です。だから、キリストが絶対に必要なところです。文明のまばゆい発展や業績などを見て、これを忘れてはクリスチャンではありません。そして、クリスチャンの皆さん、特にレムナントの皆さんは、必ず成功してください。ただ成功が希望ではありません。成功の理由を点検しましょう。成功はなぜでしょうか。しなくても構いません。しかし、キリストのためなら、キリストの伝道のためなら成功は必要であれば、与えられるはずですから成功に向かって挑戦して走り続けるでしょう。もしそうでなければ私には成功などいりませんというぐらいの修正が求められます。このような修正をもって2016年の新しい年を迎えたいと思います。あと何日しか残っていませんが、年末なのであまり仕事もないでしょう。ほとんど休みではないでしょうか。テレビを見るときは見るでいいのですが、もう一度残りの期間、元旦礼拝まで、皆さんじっくりと考えてください。なぜキリストだけなのか。キリストでなければなぜだめなのか。努力でも経済の豊かさでも文明の進歩でも違う。なぜキリストだけなのか。なぜそう言わざるをえないのか。それをじっくり考える時を年末、過ごしていただきたいと思います。
それから、そのキリストだけという答えが出たときに、これからすべてをキリストの中にあって新しくスタートするようにしてください。キリストの外側にあったものは、当てになりません。修正しないといけません。キリストの中にあって。そして、最終的にはこのような決断、告白をしてください。これから、努力も経済も、そして、成功も勉強もキリストのために、キリストの伝道のために、「このために」をしっかりと自分の内側で修正して2016年、新しい年を迎えたいと思います。神様の目標をしっかりと見つけて、そのために福音に根を下ろしていく2016年にしたいと思うのですが、その神様の祝福を期待しつつ、最後のこの時に、修正すべき内容、特に根本の部分において修正すべき内容を軽く思わないで真剣に向かい合っていただきたいと思います。そうすると来年から新しい成功の祝福の門が開かれるようになります。
 (祈り)

恵み深い天の父なる神様。2015年、一年間も私たちの思いをはるかに超えた神様の導きをもってここまで守ってくださりありがとうございます。人それぞれいろいろなことがありましたが、そのすべてが修正のためであり、また、神様が備えていらっしゃるまことの祝福の答えのためであるということをしっかり整理して、感謝をもって締めくくることができるように、ひとりひとりを祝福してください。何より2016年を期待しながら、最後のこの時に、根本的にあまりにも強く刻印されている部分のことを修正する恵みを与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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